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f
l
、ン

ユ

メ
イ
ル

の
航
海
日
程

I
l
l
－
白
鯨
』

に
麿
法
を
採
る

「
暦
だ
、
暦
だ
！

本
暦
を
調
べ
て
、
月
夜
を
探
せ
」
｜
｜
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
真
夏
の
夜
の
夢
』

山

本

日
日日

1 

捕
鯨
航
海
の
年

暦
法
を
探
る

出
航
準
前
期
間

航
跡
を
辿
る

沈
没
時
期
の
謎

2 3 4 5 

1 

捕
鯨
航
海
の
年

『
白
鯨
』
の
語
り
手
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
は
嚢
中
不
如
意
と
な
り
、
陸
の
上
で
は
何
も
－
面
白
い
こ
と
、
が
な
い
の
で
、
船
に
乗
っ
て
水
の
世
界
を

見
ょ
う
と
考
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、

い
つ
も
憂
穆
な
気
分
を
は
ら
い
血
行
を
よ
く
す
る
手
段
だ
（
第
1
4早
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
、

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
あ
と
に
す
る
と
、
捕
鯨
船
に
乗
り
組
ん
で
ケ
イ
プ
・
ホ

l
ン
へ
、
太
平
洋
ヘ
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と
お
も
む
く
べ
く
、
ま
ず
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ニ
ュ

l

・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
向
か
う
c

現
地
に
着
い
た
の
は
「
十
二
月
の
あ
る
土
曜

日
の
晩
」
（
第
2
章
）
だ
と
い
う
。
で
は
、
そ
の
十
二
月
と
は
西
暦
何
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
解
は
、

他
な
ら
ぬ
語
り
手
自
身
が
、

お
の
れ
の
航
海
は
大
昔
に
神
が
定
め
た
も
う
た
壮
大
な
予
定
去
の
一
部
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
二
つ
の
大
き
な
演
目
の
間

に
は
さ
ま
れ
た
短
い
幕
間
狂
言
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
印
刷
し
た
形
で
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
第
1
章
）
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

合
衆
国
大
統
領
職
を
め
ぐ
る
大
選
挙
戦

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
な
る
者
の
捕
鯨
航
海

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
血
み
ど
ろ
な
戦
闘

十
九
世
紀
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
勃
発
し
た
戦
争
と
い
え
ば
、
二
回
あ
る
。

一
八
三
八
年
か
ら
四
二
年
ま
で
の
第
一
次
と
、

一
八
七
九
年

C
U
 

Q
d
 

か
ら
八
一
年
ま
で
の
第
二
次
で
あ
る
が
、
後
者
は
『
白
鯨
』
刊
行
（
一
八
五
一
〉
以
後
の
こ
と
だ
か
ら
問
題
外
で
あ
る
口
第
一
次
で
は
終
結

年
の
一
月
六
日
、
英
軍
が
ア
ク
パ
ル
・
ハ

l
ン
率
い
る
と
こ
ろ
の
ア
フ
ガ
ン
軍
に
圧
倒
さ
れ
て
、

カ
ブ
l
ル
か
ら
退
却
し
た
。
こ
の
際
、
英

軍
は
三
千
人
中
、
百
二
十
一
名
を
残
し
て
全
員
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
『
白
鯨
』
の
語
り
手
が
「
血
み
ど
ろ
な
戦
闘
」
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

第
一
次
は
周
年
秋
ま
で
続
く
。

こ
の
戦
闘
と
時
期
的
に
近
い
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
蛾
烈
な
大
統
領
選
と
い
え
ば
、

一
八
四

O
年
の
そ
れ
を
措
い
て
他
に
な
い
。

第
八
代
大
統
領
マ
l
ク
・
ヴ
7

ン
・
ピ
ュ
l
レ
ン
（
民
主
党
）
と
、

ご
八
二
一
年
の
戦
争
お
よ
び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
討
伐
の
英
雄
」

ウ
ィ
リ

ア
ム
・

H
・
ハ
リ
ス
ン
（
ホ
イ
ッ
グ
党
）
と
の
間
で
争
わ
れ
、
後
者
が
二
三
四
票
対
六

O
票
の
大
差
で
圧
勝
し
た
の
だ
が
、
現
職
を
打
倒
す

る
段
以
の
労
苦
が
た
た
っ
た
の
か
、

ハ
リ
ス
ン
は
在
任
わ
ず
か
一
か
月
で
一
八
四
一
年
四
月
四
日
に
死
去
し
た
。
享
年
六
十
人
。



従
っ
て
、

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
の
捕
鯨
航
海
は
、
右
の
よ
う
に
一
八
四

O
年
と
四
二
年
に
お
き
た
二
つ
の
歴
史
的
事
件
の
間
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
、

一
八
四
一
年
の
こ
と
と
見
る
の
が
自
然
の
推
理
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
妥
当
性
を
確
信
す
る
に
は
、
も
う
少
し
厳
密
な

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
語
り
手
に
よ
れ
ば
、

ニ
ュ
l
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
島
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
ピ
l
ク
ォ
ド
号
に

乗
り
組
ん
で
出
航
し
た
の
は
「
日
の
短
い
寒
い
ク
リ
ス
マ
ス
」

（
第
幻
章
〉
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

原
文
の
「
ア
・
シ
ョ
ー
ト
・
コ
ー
ル

ド
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
は
、
す
ぐ
そ
の
あ
と
で
「
ザ
・
シ
ョ
ー
ト
・
ノ
l
ザ
ン
・
デ
イ
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
イ
ヴ
の
十
二
月
二
十
四

日
か
ら
翌
年
元
日
ま
で
、
あ
る
い
は
英
国
で
顕
現
日
の
一
月
六
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
タ
イ
ド
」
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
十

二
月
二
十
五
日
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
イ
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
は
前
掲
二
つ
の
歴
史
的
事
件
に
は
さ
ま
れ
た
一
八
四
一
年
で
は
な

く
て
、
そ
の
前
年
の
暮
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

一
八
四
一
年
で
は
残
り
わ
ず
か
六
日
で
年
が
明
け
、
す
ぐ
に
例
の
血
み
ど
ろ

な
戦
闘
の
時
期
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。

語
り
手
の
航
海
の
主
要
部
分
が
一
八
四
一
年
を
占
め
る
た
め
に
は
、

「
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
が
出
航
し
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た
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
イ
は
一
八
四

O
年
暮
で
あ
る
」
（
解
1
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
そ
の
年
十
二
月
の
暦
は
、
ど
う
い
う
日
取
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

2 

暦
法
を
探
る

も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
暦
を
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
は
一
気
に
片
づ
い
て
し
ま
お
う
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
比
較
的
簡
単
な
方
法

に
よ
り
自
分
で
暦
を
作
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
に
は
ジ
ェ
イ
・
レ
イ
ダ
の
『
メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
ロ
グ
』
の
中
に
、
当
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
イ
前

後
で
、
曜
日
を
伴
う
日
付
入
り
の
記
録
は
な
い
か
調
べ
れ
ば
よ
い
。
す
る
と
、

ア
マ
ゾ
ン
号
の
航
海
日
誌
と
し
て
、

一
八
四

O
年
十
一
月
三

日
（
火
）
、

同
四
日
（
水
〉
の
記
述
、

お
よ
び
翌
年
一
月
四
日
付
ニ
ュ

l

・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
デ
イ
リ
ー
－
マ

i
キ
ュ
リ
ー
紙
の
記
事
と



1840年12月

日 月 火｜水 木

1 2 3 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 2s I 29 30 31 

し
て
、
ア
ク
l
シ
ュ
ネ
ッ
ト
号
、
が
前
日
の
一
月
三
日
（
日
）
に
出
航
し
た
と
の
報
道
が
の
っ
て
い

（

l
）
 

る
D

実
は
、
後
者
こ
そ
作
者
メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
出
航
し
た
日
の
記
録
な
の
で
あ
る
が
、
今
は
さ
て
措

き
、
右
の
よ
う
に
前
後
少
な
く
と
も
二
つ
の
別
個
の
記
録
を
も
と
に
暦
を
作
り
、
互
い
に
衝
突
し
な

け
れ
ば
精
確
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
、
ま
ず
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
か
く
し
て
、
矛
盾
な
く
成
立
し

た
一
八
四

O
年
十
二
月
の
暦
は
、
上
掲
の
通
り
で
あ
る
。

こ
と
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
い
う
暦
は
新
暦
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
五
八
二
年
ロ

i
マ
法
王
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
二
一
世
が
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
改
め
た
も
の
で
、
基

（

2
）
 

本
的
に
は
今
も
わ
れ
わ
れ
が
使
っ
て
い
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が

す
な
わ
ち
、

- 98ー

作
っ
た
暦
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
諸
国
は
長
い
間
受
け
容
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
暦
書
『
三
正
綜
覧
』
に
よ
れ
ば
、
英
国
は

一
七
五
二
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
旧
暦
を
新
暦
に
改
め
、
こ
れ
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
引
続
き
旧
暦
を
使
用
す
る
の
は
ロ
シ
ア
一
国
を
残
す
の

み
と
な
っ
た
。
い
や
、
精
確
に
言
う
と
、
ギ
リ
シ
ア
や
東
欧
諸
国
の
正
教
国
も
旧
暦
を
使
用
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
米

く
司
項
一
土
工
、
。

〈

F
I
H
疋
』
中
i

し

国
版
に
先
立
っ
て
『
白
鯨
』
初
版
が
英
国
で
刊
行
さ
れ
た
年
は
す
で
に
新
暦
時
代
に
入
っ
て
百
年
、
こ
こ
で
新
暦
に
よ
り
考
え
る
こ
と
に
全

念
の
た
め
に
、

『
三
正
綜
覧
』
に
よ
っ
て
上
掲
の
暦
を
検
証
し
て
み
る
と
、

（

4
）
 

一
八
四
一
年
一
月
一
日
は
金
曜
日
と
あ
る
か
ら
、
木
曜
日
で

終
わ
る
前
年
十
二
月
の
上
掲
暦
に
誤
り
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
か
ら
同
書
を
用
い
て
暦
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
。

次
は
、
こ
う
し
て
作
っ
た
麿
に
よ
り
、

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
の
ニ
ュ
l
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
お
よ
び
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
日
日
の
推
移

が
、
具
体
的
に
何
日
の
何
曜
日
に
当
た
る
か
を
究
明
す
る
番
で
あ
る
。



3 

出
航
準
備
期
間

こ
こ
で
再
確
認
す
る
と
、
語
り
手
の
ニ
ュ

l

・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
到
者
ぽ
「
十
二
月
の
あ
る
土
曜
日
の
晩
」
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
暦

に
よ
れ
ば
、
土
曜
日
は
五
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、
二
十
六
日
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
五
日
は
物
語
の
進
行
に
照
ら
し
て
余
り
に
早
過
ぎ
の
感

が
あ
り
、
二
十
六
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
イ
の
あ
と
に
な
っ
て
具
合
が
わ
る
い
か
ら
、
こ
の
ふ
っ
か
は
考
慮
の
対
象
か
ら
は
ず
し
て
よ
い
。

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
が
ピ

l
ク
ォ
ド
号
と
乗
船
契
約
を
結
び
、

ク
ィ

l
ク
ェ
グ
の
採
用
に
も
力
を
貸
し
て
成
功
す
る
ま
で
に
、
お
よ
そ
五
日
が
経

過
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
厄
介
な
の
は
、
そ
の
あ
と
出
航
ま
で
に
何
日
を
み
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ク
ィ

l
ク
ェ
グ
が
採
用
さ
れ
た
翌

目
、
乗
組
員
が
泊
ま
っ
て
い
る
宿
ご
と
に
、
も
う
い
っ
何
ど
き
出
航
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
か
ら
、

日
の
暮
れ
ぬ
う
ち
に
荷
物
を
搬
入
せ
よ
と

--99 -

の
触
れ
が
ま
わ
っ
た
の
で
、
急
い
で
荷
物
だ
け
は
船
に
運
ん
だ
が
、
出
航
ま
ぎ
わ
ま
で
泊
ま
る
の
は
陸
の
宿
に
し
た
（
第
却
章
）
と
い
う
。

こ
の
と
き
一
両
日
が
過
ぎ
た
と
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
出
発
準
備
の
通
知
は
よ
ほ
ど
早
め
に
出
す
も
の
と
み
え
、
実
際
に
船
が
出
た
の

は
数
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
も
言
っ
て
い
る
。
問
題
は
原
文
で
「
セ
ヴ
ラ
ル
・
デ
イ
ズ
」
と
い
う
日
数
が
、

一
両
日
プ
ラ
ス
数
日
な
の
か
、

一
両
日
を
含
む
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
英
語
の
辞
書
は
ふ
つ
う
「
セ
ヴ
ラ
ル
」
を
三
以
上
、
五
く
ら
い
ま
で
で
多
数
で
は

な
い
数
と
説
明
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
ニ
ュ

l

・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
到
者
を
出
航
の
一
週
間
ほ
ど
前
の
十
九
日
（
土
）
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、

ク
ィ
l

ク
ェ
グ
採
用
は
五
日
目
の
二
十
三
日
（
水
〉
と
な
り
、
出
航
日
ま
で
中
一
日
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
口
こ
れ
で
は
、

い
か
に
も
短
い

D

な
ぜ

チ
ャ
リ
テ
ィ
お
ば
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
老
婦
人
が
船
に
足
繁
く
か
よ
っ
て
、

（

5
）
 

考
え
て
、
こ
れ
が
必
ず
し
も
別
別
の
日
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
を
含
む
積
荷
作
業
の
期
間
中
、
語
り
手
は
相
棒
（
ク
ィ
！

な
ら
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
物
を
届
け
て
お
り
（
第
お
章
）
、

政
密
に



ク
ェ
グ
）
と
共
に
船
を
連
日
お
と
ず
れ
て
は
、

エ
イ
ハ
ブ
船
長
が
い
つ
乗
船
す
る
の
か
と
、
し
ば
し
ば
人
に
た
ず
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
出

航
当
日
、
船
長
が
前
夜
に
乗
船
し
た
と
耳
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
船
長
乗
船
が
ク
ィ

i
グ
ェ
グ
採
用
と
出
航
と
の
聞
の

一
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
も
う
積
荷
作
業
の
日
日
や
、
船
長
乗
船
に
つ
い
て
繰
り
返
し
質
問
し
た
日
日
が
入
る
余
地
ば
全
く
な
く
な
っ

と
考
え
、

て
し
ま
う
。
し
て
み
る
と
、
最
初
の
仮
定
が
無
理
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
到
着
日
を
一
週
間
繰
り
上
げ
て
十
二
日
（
土
）
だ
っ
た

（
か
っ
こ
内
ア
ラ
ビ
ア

第
2
章
か
ら
第
幻
章
ま
で
に
記
述
さ
れ
て
い
る
日
日
の
推
移
を
、
以
下
の
よ
う
に
割
り
振
っ
て
み
よ
う
。

一
八
四

O
年
十
二
月

数
字
は
章
の
ノ
ン
ブ
ル
）

ロ
日
（
土
〉

13 
日
r『、
日
¥._/ 

刊
は
日
（
月
）

日
日
（
火
）

日
日
（
水
）

げ
日
（
木
）

日
日
（
金
）

日
日
（
土
）

夜、

一ュ

l

・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
到
着

ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
行
き
に
は
月
曜
日
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
判
明

当
地
に

-100ー

二
泊
す
る
こ
と
に
な
る
（
2
）

ス
バ
ウ
タ
l

・
イ
ン
に
投
宿
（
3
〉

グ
ィ

I
ク
ェ
グ
と
同
会
し
て
朝
を
迎
え
る
（
4
）

朝
食
（
5
）

朝
の
散
歩
（
6
）

再
び
外
出
し
て
礼
拝
堂
で
マ
プ

ル
牧
師
の
説
教
を
聴
く
（
7
・
8
・
9
）

相
棒
と
親
し
み
二
泊
目
の
夜
を
過
ご
す
（
日
・

1
・
ロ
〉

月
曜
日
の
朝
を
迎
え
る

渡
し
船
で
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
に
渡
る
（
日
－

M
〉

ト
ラ
イ
・
ポ
ッ
ツ
に
投
宿
（
日
）

朝
、
波
止
場
に
ゆ
き
乗
船
契
約
（
日
）

相
棒
の
断
食
扶
座
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
朝
を
迎
え
る
ハ
幻
）

相
棒
の
採
用
に
力
を
貸
す
（
刊
日
）

謎
の
人
物
イ
ラ
イ
ジ
ャ
に
出
会
う
（
臼
〉

相
棒
採
用
の
翌
日

荷
物
を
搬
入
ハ
初
）

一
一
向
日
経
過
（
却
）

い
つ
何
ど
き
出
航
す
る
や
も
知
れ
ぬ
と
い
う
話
だ
っ
た
が
、
実
際
の
船
出
は
数
日
後
だ
っ
た
（
お
）



初
日
（
日
）

幻
日
（
月
）

幻
自
（
火
）

お
日
（
水
）

川
社
日
（
木
）

お
日
（
金
）

出
航
ま
、
ぎ
わ
ま
で
泊
る
の
は
陸
の
宿
に
し
た
（
却
〉

し
ば
ら
く
は
積
荷
作
業
が
続
く
（
却
）

連
日
、
相
棒
と
共
に
船
を
お
と
ず
れ
、

エ
イ
ハ
ブ
船
長
の
乗
船
は
い
つ
か
と
た
ず
ね
る
ハ
初
〉

チ
ャ
リ
テ
ィ
お
ば
さ
ん
、
水
夫
た
ち
の
寝
床
に
小
型
讃
美
歌
集
を
配
る
（
勾
〉

翌
日
必
ず
出
航
の
通
知
（
却
）

夜、

エ
イ
ハ
ブ
船
長
が
乗
船
（
幻
）

ク
リ
ス
マ
ス
（
幻
）

早
朝
、

正
午
近
く
出
航

月
夜
に
沖
合
へ
出
る
（
幻
）

イ
ラ
イ
ジ
ャ
に
再
会

乗
船
（
幻
）

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
に
な
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ク
ィ
l
ク
ェ
グ
採
用
の
翌
日
か
ら
、
出
航
の
前
日
ま
で
八
日
間
と
な
り
、
今
度
は
余

裕
が
た
っ
ぷ
り
で
き
た
D

セ
ヴ
ラ
ル
・
デ
イ
ズ
は
一
両
日
を
含
ま
な
い
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
D

以
上
の
立
論
に
よ
り
、

「
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
の
ニ
ュ

l

・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
到
着
か
ら
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
出
航
ま
で
の
期
間
は
、

-101ー

一
八
四

O
年

十
二
月
十
二
日
（
土
）
か
ら
同
二
十
五
日
（
金
）
ま
で
の
二
週
間
で
あ
る
」
（
解
2
〉
と
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ち
な
み
に
、
作
者
メ
ル
ヴ
ィ
ル
は
生
地
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
離
れ
て
、

一
八
四

O
年
十
二
月
二
十
六
日
（
土
）
、

ニL

ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
「
シ
l
マ
ン
ズ
・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
ベ
イ
パ

l
」
と
い
う
、
外
国
ゆ
き
の
船
員
が
携
帯
す
べ
き
国
籍
証
明
書
の

（

6
）
 

発
給
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
翌
日
の
日
曜
日
に
礼
拝
堂
で
ミ
サ
に
参
列
し
て
、
イ
i
ノ
ッ
ク
・
マ
ッ
ジ
と
い
う
牧
師
の
説

教
を
聴
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
ロ
そ
の
あ
と
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
に
渡
り
、
十
二
月
三
十
一
日
（
木
）
、
ア
ク
l
シ
ュ
ネ
ッ
ト

（

8
）
 

号
の
乗
組
員
と
し
て
登
録
を
済
ま
せ
た
。
今
も
残
る
書
類
に
よ
り
、
そ
の
時
メ
ル
ヴ
ィ
ル
二
十
一
歳
、
身
長
五
フ
ィ
ー
ト
九
・
五
イ
ン
チ

（
約
一
七
六
・
五
セ
ン
チ
〉
、
肌
の
色
は
ダ
l
ク
、
髪
の
毛
は
ブ
ラ
ウ
ン
だ
っ
た
と
分
か
る
。
出
航
し
た
の
は
、
明
く
る

（

9
）

（

日

）

年
の
一
月
三
日
（
日
）
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
マ
ッ
ジ
牧
師
の
説
教
を
聴
い
た
の
は
出
航
日
の
日
曜
目
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
な

前
述
の
よ
う
に
、



ぜ
な
ら
ば
、

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
と
異
な
り
、
出
航
地
は
対
岸
の
フ
ェ
ア
へ
イ
ヴ
ン
港
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
c

け
っ
き
ょ
く
、

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
場

合
、
現
地
到
着
か
ら
出
航
ま
で
の
期
間
は
、
少
な
く
と
も
（
と
い
う
の
は
現
地
到
着
目
が
不
明
だ
か
ら
）
九
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
た
語
り

手
の
場
合
と
異
な
る
が
、

日
曜
日
が
二
回
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
似
て
い
る
。
時
間
や
場
所
に
限
ら
ず
、
実
際
的
体
験
と
文
学
的
創
作
と
の
間
に

各
種
の
異
同
が
あ
る
の
は
、
何
ら
不
思
議
で
な
い
。

た
と
え
ば
、

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
場
合
、

中
篇
「
ベ
ニ
ト
・
セ
レ
ノ
」
（
一
八
五
五
）
を
、

『
白
鯨
』
は
単
に
エ
イ
ハ
ブ
が
モ
ウ
ビ
ィ
・
デ
ィ
ッ
ク
と

（ロ）

輪
粛
を
争
う
物
語
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
信
と
不
信
の
問
題
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。
さ
れ
ば

そ
の
出
典
で
あ
る
ア
マ
サ
・
デ
ラ
ノ
船
長
の
実
録
『
航
海
記
』

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、

（
一
八
一
七
）
と
比
較
検
討
し
て
み
れ
ば
、

実
際
と
作
品
と
の
異
同
を
詳
細

作
家
の
創
作
の
秘
密
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
そ
、
出
航
日
を
実
際
よ
り
も
繰
り
上
げ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
設
定
し
て
い
る
の
が
、

い
か
に
も
象
徴
的
で
意
義
深
く
映
る
の
で
あ

-102-

る。
さ
て
、
あ
と
は
ピ

i
ク
ォ
ド
号
の
航
海
が
ど
れ
く
ら
い
続
い
た
か
と
い
う
疑
問
が
残
っ
て
い
る
口
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
同
船
が
沈

没
し
た
の
は
い
つ
か
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

4 

航
跡
を
辿
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
東
部
海
岸
か
ら
出
航
し
た
捕
鯨
船
が
、
西
太
平
洋
の
一
定
漁
場
を
め
ざ
し
て
ゆ
く
の
に
、
南
米
南
端
の
ケ
イ
プ
・
ホ

ー
ン
経
由
（
西
回
り
）
に
す
る
か
、

ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
峰
経
由
（
東
回
り
）
に
す
る
か
で
、
所
要
日
数
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
捕
鯨
船
と
い
う
も
の
は
航
海
の
途
中
で
捕
鯨
や
寄
港
を
繰
り
返
す
か
ら
、

日
数
計
算
や
比
較
が
む
ず
か
し
い
ロ
ち
な
み
に
、

メ
ル
ヴ
ィ

ル
は
一
八
四
一
年
一
月
か
ら
四
四
年
十
月
ま
で
三
年
九
か
月
ほ
ど
二
回
目
の
航
海
を
し
た
が
、
往
復
と
も
ケ
イ
プ
・
ホ

I
ン
回
り
だ
っ
た
か



ら
、
喜
望
一
峰
回
り
は
経
験
し
て
い
な
い
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
乗
り
組
ん
だ
ア
グ
i
シ
ュ
ネ
ッ
ト
号
は
、
出
航
し
て
三
か
月
余
の
一
八
四
一
年
四

（日）

月
十
五
日
に
ケ
イ
プ
・
ホ

l
ン
に
到
着
し
た
。
あ
と
ゴ
一
、
四
か
月
も
あ
れ
ば
、
太
平
洋
の
ど
こ
に
で
も
達
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
め
て
『
白
鯨
』
を
読
む
者
に
と
っ
て
、
ピ
ー
ク
ォ
ド
号
が
ど
ち
ら
回
り
を
と
る
か
と
疑
念
を
は
さ
む
余
地
は
全
く

な
い
｜
｜
よ
う
に
見
え
る
口
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
語
り
手
自
身
が
初
め
か
ら
「
ケ
イ
。
フ
・
ホ
l
ン
ヘ
、
太
平
洋
へ
」
（
第
2
章）

行
く
と
明
言
し
て
い
る
し
、
そ
の
あ
と
第
日
章
に
至
る
ま
で
ケ
イ
プ
・
ホ
l
ン
の
名
は
十
五
回
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、

喜
望
峰
へ
の
言
及
は
二
回
し
か
み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
ケ
イ
プ
・
ホ
l
ン
と
併
記
さ
れ
て
、
言
わ
ば
一
般
論
の
形
で
目
に
す
る
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
日
章
に
も
な
っ
て
突
然
、
船
は
大
西
洋
上
の
四
つ
の
海
域
を
経
由
し
た
の
ち
、
喜
望
峰
沖
で
嵐
に
遭
遇
し
た
と

知
ら
さ
れ
る
か
ら
、
文
字
通
り
晴
天
の
震
露
と
な
る
。
し
か
も
、
地
球
儀
で
確
か
め
て
み
れ
ば
分
か
る
が
、
喜
望
峰
ま
で
に
到
る
ジ
グ
ザ
グ

プ
ラ
タ
川
河
口
沖
（
S
お
度
）

へ
一
気
に
南
下
し
た
か
と
思
う
と
、
大
転
回
し
て
セ
ン
ト
・
へ
レ
ナ
島
の
南
方
〈

s
m度
）
を
経
て
喜
望
峰

qa 
nu 

振
り
が
、

ま
た
甚
し
い
。
い
っ
た
ん
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
沖
（
N
お
度
）
か
ら
ベ
ル
デ
岬
諸
島
沖
（
N
日
度
〉
へ
向
か
い
、
更
に
南
米
東
南
の
ラ

沖
（
S
必
度
）
に
達
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
南
北
大
西
洋
を
少
な
く
と
も
三
回
は
横
断
し
た
こ
と
に
な
る
。
船
乗
り
の
経
験
に
富
む
作
者
が

針
路
を
迷
う
は
ず
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、

ケ
イ
。
フ
・
ホ

I
ン
回
り
へ
の
あ
れ
ほ
ど
の
言
及
の
す
え
に
、
突
如
と
し
て
船
を
大
転
進
さ
せ
て
喜

望
峰
沖
に
出
現
さ
せ
た
の
は
、
月
夜
に
鯨
が
こ
こ
と
思
え
ば
ま
た
あ
ち
ら
と
、

銀
色
の
汐
ふ
き
で
人
聞
を
惑
わ
す
（
第
日
章
〉
、

そ
の
神
出

鬼
没
振
り
の
予
兆
を
示
す
と
同
時
に
、
テ
キ
ス
ト
操
作
に
よ
る
作
者
得
意
の
読
者
は
ぐ
ら
か
し
、
乃
至
た
ぶ
ら
か
し
の
術
策
で
あ
っ
た
と
読

み
取
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

D

『
白
鯨
』
の
「
ノ
l
ト
ン
・
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
所
載
の
地
図
に
描
か
れ
て

（

U
）
 

い
る
ピ
ー
ク
ォ
ド
号
の
航
跡
は
、
肝
腎
の
大
転
回
の
過
程
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
い
る
。

ち
な
み
に
、

喜
望
峰
か
ら
先
、

太
平
洋
に
到
る
道
筋
は
明
快
で
あ
る
口

い
っ
た
ん
グ
ロ
ゼ
l
諸
島
沖
（
S
4
度
）
へ
く
だ
っ
た
あ
と
は
（
第
臼
章
）
、



北
東
へ
針
路
を
転
じ
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
を
め
ざ
し
て
（
第
印
章
）
、
イ
ン
ド
洋
を
渡
り
（
第
日
章
）
、

ス
マ
ト
ラ
と
ジ
ャ
ヴ
ァ
を
分
か
つ
ス
ン
ダ
海

峡
を
抜
け
て
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
海
に
入
る
（
第
釘
章
）
。

そ
こ
か
ら
北
上
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
近
海
を
回
航
し
て
か
ら
、

日
本
列
島
の
は
る

か
南
方
に
当
た
る
赤
道
付
近
で
、
大
捕
鯨
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
、
と
い
う
の
が
エ
イ
ハ
ブ
の
魂
胆
だ
と
い
う
（
第
U
章
）
。
事
実
、

船
は
台
湾
と
パ
シ
i
諸
島
の
聞
を
通
り
、

日
本
付
近
に
達
し
て
猛
烈
な
険
風
に
襲
わ
れ
た
あ
と
（
第
川
章
）
、

南
下
し
て
赤
道
に
向
か
い
、

エ
イ
ハ
ブ
が
か
つ
て
苦
し
い
傷
手
を
負
う
た
緯
度
と
経
度
に
近
づ
く
と
（
第
問
章
）
、
遂
に
白
鯨
発
見
と
な
る
（
第

m章）
D

あ
と
は
エ
ピ
ロ

ー
グ
を
除
く
最
終
章
（
第
印
章
）
ま
で
、
白
鯨
追
蹟
の
三
日
間
を
経
て
、

エ
イ
ハ
ブ
の
ボ
l
ト
と
本
船
は
モ
ウ
ピ
ィ
・
デ
ィ
ッ
ク
に
体
当
た

り
さ
れ
、
洪
水
の
よ
う
な
波
浪
を
浴
び
て
、
海
底
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
語
り
手
を
除
い
て
、
三
十
数
名
の
乗
組

員
全
員
が
海
の
藻
屑
と
消
え
た
わ
け
で
あ
る
。

作
品
か
ら
読
み
取
れ
る
位
置
は
、
「
い
ち
ば
ん
近
い
の
は
鎖
国
の
日
本
」
（
第

m章
〉
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
南
下
し
た
、
赤
道
付
近
の

-104ー

海
域
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
具
体
的
な
こ
と
は
何
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仮
り
に
そ
れ
が
北
半
球
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
お

そ
ら
く
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
一
帯
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
「
白
鯨
は
、

ほ
ぼ
赤
道
か
ら
北
緯
印
度
ま
で
と
、

東
経

間
度
か
ら
問
度
ま
で
に
わ
た
る
海
域
の
、
ど
こ
か
一
点
で
発
見
さ
れ
た
」
（
解
3
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
理
論
に
よ
る
と
、
時
間
と
空
間
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
同
じ
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
が
、
先
に
辿
っ
た
航
跡
に
み
る
各

行
程
（
レ
グ
）
に
つ
い
て
所
要
日
数
が
明
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
全
行
程
の
所
要
日
数
を
積
算
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
は
ま
た
沈
没
時
期
を

推
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
ご
く
一
部
を
除
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
最
終
段
階
で

白
鯨
発
見
ま
で
の
所
要
日
数
が
一
度
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
足
り
る
の
で
あ
る
が
、
作
品
は
「
こ
れ
ほ
ど
長
き
に
わ
た
り
追
跡
し
て
き

た
」
（
第

m章
）
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。



で
は
、
ピ

i
ク
ォ
ド
号
の
沈
没
時
期
は
永
遠
の
謎
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

5 

沈
没
時
期
の
謎

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
謎
を
解
く
鍵
が
、
他
な
ら
ぬ
「
ダ
ブ
ロ
ン
金
貨
」
の
図
柄
に
あ
る
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
従
来
「
ス
ペ
イ
ン
金
貨
」
と

黄道十二宮（部分〉

訳
さ
れ
て
き
た
「
ダ
ブ
ル

i
ン
」
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
中
南
米
諸
国
で

も
発
行
さ
れ
た
昔
の
金
貨
で
あ
る
。

『
白
鯨
』
第

ω章
の
章
題
と
な
っ
て
い
る
ダ
ブ
ロ
シ
金
貨
は

赤
道
直
下
に
あ
る
エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
の
発
行
に
な
る
も
の
で
、
現
実
主
義
者
の
三
等
航
海
士
フ

ラ
ス
ク
が
言
う
よ
う
に
、
当
時
で
も
約
十
六
ド
ル
の
価
値
が
あ
り
、
百
五
十
年
後
の
こ
ん
に
ち
古
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銭
趣
味
（
ニ
ュ
！
ミ
ズ
マ
テ
ィ
ク
ス
〉
の
世
界
で
約
五
千
ド
ル
の
評
価
を
有
す
る
、
実
在
の
貴
重

な
金
貨
で
あ
る
。
作
品
で
は
エ
イ
ハ
ブ
が
白
鯨
の
第
一
発
見
者
に
与
え
る
と
し
て
、

メ
イ
ン
・
マ

ス
ト
に
打
ち
つ
け
た
一
個
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
の
た
め
広
は
、
そ

の
デ
ザ
イ
ン
の
土
半
分
の
み
を
注
目
す
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
に
は
黄
道
十
二
宮
（
い
わ
ゆ
る
ゾ
デ
ィ

ア
ク
〉
の
半
分
に
相
当
す
る
、
双
子
宮
か
ら
天
蝿
宮
ま
で
が
印
刻
さ
れ
、
黄
道
帯
の
半
ば
に
太
陽

が
重
な
っ
て
印
刻
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
の
図
柄
は
、
中
南
米
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
周
縁
に

－放
射
状
の
光
線
を
め
ぐ
ら
し
た
、
人
間
の
丸
顔
に
な
っ
て
い
る
。
黄
道
帯
の
半
ば
に
あ
る
は
ず
の

（日）

獅
子
宮
と
処
女
宮
は
、
太
陽
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
こ
う
い
う
図
案
の
金
貨
が
打
ち
つ
け
て
あ
る

メ
イ
ン
・
マ
ス
ト
の
真
う
し
ろ
に
は
、
ま
た
馬
の
蹄
鉄
が
打
ち
つ
け
て
あ
る
。
理
由
は
説
明
し
て



い
な
い
が
、
昔
か
ら
蹄
鉄
は
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
、
願
か
け
や
魔
除
け
の
た
め
、
家
の
扉
や
船
の
マ
ス
ト
に
打
ち
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

エ
イ
ハ
プ
は
金
貨
を
見
て
言
う
、
「
こ
の
鋳
造
さ
れ
た
太
陽
は
血
色
の
い
い
顔
を
し
と
る
よ
う
だ
な
。
だ
が
、

見
て
み
ろ
、

そ
う
だ
、
こ

い
つ
は
嵐
の
宮
、
昼
夜
平
分
点
（
九
月
二
十
三
日
、
秋
分
の
日
）
に
入
る
ぞ
。
ほ
ん
の
六
か
月
前
は
、

一
つ
手
前
の
白
羊
宮
で
昼
夜
平
分
点

（
三
月
二
十
一
日
、
春
分
の
日
）
か
ら
出
た
ば
か
り
な
の
に
。
嵐
か
ら
嵐
へ
か
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
い
い
さ
。
苦
し
み
の
中
で
生
ま
れ
た
も

の
な
ら
、
人
間
は
ま
た
苦
し
み
の
中
に
生
き
、
苦
し
み
の
中
に
死
ぬ
の
が
似
合
い
と
い
う
も
の
だ
」
と
。
厳
密
に
言
う
と
、
太
陽
は
そ
の
中

心
が
獅
子
宮
と
処
女
官
の
境
界
時
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
点
が
指
し
て
い
る
の
は
、
上
掲
図
で
見
る
よ
う
に
、
八
月
二
十
二
日
と

二
十
三
日
の
境
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、

エ
イ
ハ
プ
の
読
み
で
重
要
な
の
は
、
そ
こ
の
日
付
や
、
春
分
の
日
、
秋
分
の
日
、
六
か
月
と
い
っ
た

よ
う
な
絶
対
的
時
点
や
期
間
で
は
な
く
、
太
陽
の
右
側
に
放
っ
光
線
の
先
端
が
嵐
の
宮
に
触
れ
て
い
る
こ
と
、
以
前
に
嵐
の
宮
か
ら
抜
け
出

た
の
は
そ
う
遠
い
過
去
で
は
な
い
こ
と
、

お
よ
び
い
ず
れ
は
苦
し
み
の
中
に
死
滅
す
る
だ
ろ
う
予
感
で
あ
る
。
故
郷
を
出
立
し
た
ば
か
り
の

-106-

ピ
ー
ク
ォ
ド
号
に
は
月
の
光
が
照
ら
し
て
い
た
の
に
、
沖
合
に
出
た
あ
と
は
パ
ル
キ
ン
ト
ン
と
い
う
男
が
嵐
の
中
を
懸
命
に
操
舵
し
て
い
る

場
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
気
高
い
姿
に
心
う
た
れ
た
語
り
手
は
「
風
下
の
岸
辺
に
打
寄
せ
ら
れ
る
不
名
誉
を
忍
ぶ
よ
り
も
、
む
し
ろ
荒
涼
た
る

無
窮
の
中
に
消
滅
し
た
方
が
ま
し
で
は
な
い
か
、

た
と
え
風
下
の
方
が
安
全
の
地
だ
と
し
て
も
」
（
第
お
章
〉
と
述
懐
し
て
い
た
。

そ
し
て

今
ま
た
こ
れ
か
ら
、

船
は
日
本
近
海
で
羅
針
盤
を
も
狂
わ
せ
る
ほ
ど
の
猛
烈
な
険
風
に
遭
遇
す
る
（
第

mlm、
凶
章
）
さ
だ
め
に
あ
る
。

し
か
も
、
『
白
鯨
』
の
例
に
も
れ
ず
、
嵐
と
は
必
ず
し
も
気
象
の
こ
と
の
み
に
限
ら
な
い
。

物
語
の
こ
の
よ
う
な
構
造
か
ら
、

ま
ず
ピ
l
ク

ォ
ド
号
の
悲
劇
的
滅
亡
が
予
示
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
の
で
あ
る
。

一
等
航
海
士
ス
タ
l
バ
ヅ
グ
の
解
釈
は
さ
し
あ
た
り
時
間
の
問
題
に
関
係
が
な
い
か
ら
省
略
し
て
、
今

度
は
ス
タ
ッ
プ
に
注
目
し
よ
う
。
こ
の
パ
イ
プ
好
き
の
二
等
航
海
士
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
暦
を
持
ち
出
し
て
く
る
と
、
十
二
宮
の
「
奇
妙

再
び
金
貨
の
と
こ
ろ
に
も
ど
る

D



な
印
か
ら
意
味
を
探
り
出
し
て
や
ろ
う
」
、
「
ど
こ
か
に
鍵
（
ク
ル

i
）
が
あ
る
は
ず
だ
」
、
「
さ
あ
、
年
暦
よ
、
始
め
る
ぞ
」
と
言
っ
て
、
解

読
を
始
め
る
。
「
ま
ず
初
め
は
白
羊
宮
で
、
別
名
牡
羊
か
」
（
中
略
）
、
「
そ
こ
へ
磨
渇
宮
、
別
名
山
羊
が
全
力
で
突
進
し
て
き
て
、
俺
た
ち
ゃ

突
き
上
げ
ら
れ
て
、
ま
っ
き
か
さ
ま
」
、
「
す
る
と
宝
瓶
宮
、

つ
ま
り
水
が
め
を
運
ぶ
や
つ
が
、
あ
り
っ
た
け
の
水
を
ぶ
つ
か
け
て
、
俺
た
ち

を
溺
れ
さ
せ
る
」
、
「
最
後
は
双
魚
宮
だ
か
ら
、
魚
と
一
緒
に
俺
た
ち
ゃ
眠
る
っ
て
寸
法
だ
」
と
。
こ
れ
が
『
白
鯨
』
な
る
物
語
の
顛
末
を
概

括
予
言
し
た
「
プ
ラ
ン
テ
ド
・
ク
ル

i
」
（
伏
線
〉
で
な
く
て
、

何
で
あ
ろ
う
か
。

」
れ
に
限
ら
ず
『
白
鯨
』
は
伏
線
に
満
ち
満
ち
た
作
品

な
の
で
あ
る
。

次
は
、

マ
ン
島
出
身
の
老
水
夫
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
老
人
は
ま
ず
メ
イ
ン
・
マ
ス
ト
に
金
貨
が
打
ち
つ
け
て
あ
る
と
こ
ろ
の
真
う
し
ろ
に

回
り
、
そ
こ
に
蹄
鉄
が
打
ち
つ
け
て
あ
る
の
を
確
か
め
る
と
、

金
貨
の
方
に
も
ど
り
、

図
案
の
謎
解
き
を
す
る
。
「
白
鯨
が
発
見
さ
れ
る
と
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す
れ
ば
、
そ
い
つ
は
お
天
道
さ
ま
が
十
二
宮
の
ど
こ
か
の
月
に
入
っ
て
る
一
日
じ
や
ろ
う
て
」
、
「
は
て
、
お
天
道
さ
ま
は
そ
の
時
、
ど
の
宮

に
入
っ
て
る
じ
や
ろ
う
か
な
」
、
「
馬
の
蹄
鉄
の
と
こ
ろ
じ
ゃ
。
な
ぜ
か
な
れ
ば
、
金
貨
の
真
う
し
ろ
に
や
蹄
鉄
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
」
、
「
じ

ゃ
あ
、
蹄
鉄
つ
て
の
は
何
じ
ゃ
」
、
「
抱
え
て
貧
り
食
う
、
獅
子
じ
ゃ
」
、
「
あ
あ
、
船
よ
、
老
い
ぼ
れ
の
船
よ
！

お
前
の
こ
と
を
思
う
と
、

わ
し
の
年
老
い
た
頭
は
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
わ
い
」
と
口

こ
こ
で
も
ま
た
、

エ
ク
ア
ド
ル
（
原
義
「
赤
道
」
）
金
貨
に
よ
り
、

赤
道
付
近
で
消
滅

す
る
ピ
l
ク
ォ
ド
号
の
運
命
が
別
の
読
み
で
予
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
人
が
初
め
金
貨
の
真
う
し
ろ
に
回
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
言
え

ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
太
陽
が
獅
子
宮
の
位
置
に
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
後
者
の
サ
イ
ン
（
宮
の
印
で
、
だ
い
た
い
ギ

リ
シ
ア
文
字
オ
メ
ガ
の
形
〉
が
覆
わ
れ
て
見
え
な
い
か
ら
、
老
人
は
金
貨
そ
の
も
の
を
太
陽
に
見
立
て
て
、
そ
の
真
う
し
ろ
に
打
ち
つ
け
て

あ
る
蹄
鉄
（
だ
い
た
い
オ
メ
ガ
の
形
）
に
よ
っ
て
サ
イ
ン
を
確
認
す
る
と
い
う
、
実
に
シ
ャ
レ
た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
厳
密

に
言
う
と
、
図
案
の
太
陽
は
処
女
宮
を
も
覆
い
隠
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
老
人
の
読
み
で
は
ー
ー
ー
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
の
読
ま
せ
方
で



は
、
獅
子
宮
を
こ
そ
重
視
し
た
い
の
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
プ
は
老
人
の
独
り
言
を
立
聞
き
し
て
、

「
こ
り
や
ま
た
別
の
（
面
か
ら
の
〉
解
釈
だ

が
、
テ
キ
ス
ト
は
ひ
と
つ
だ
」
と
言
う
。
頭
の
お
か
し
い
黒
人
少
年
ピ
ッ
プ
で
さ
え
も
、
こ
の
金
貨
か
ら
エ
イ
ハ
ブ
船
長
の
悲
劇
的
末
路
を

読
み
取
っ
て
い
る
。

以
上
の
解
釈
を
ふ
ま
え
て
黄
道
帯
（
部
分
）
の
前
掲
図
を
見
る
と
、
太
陽
が
獅
子
宮
に
あ
る
時
期
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
二
十
二
日

ま
で
の
一
か
月
で
あ
る
か
ら
、

従
っ
て
、

「ピ
i
ク
ォ
ド
号
が
沈
没
す
る
の
は
一
八
四
一
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
二
十
二
日
ま
で
の
一

こ
れ
以
上
し
ぼ
る
の
は
む
ず
か
し
い
。

（
日
）

な
い
（
第

m章
）
の
か
も
知
れ
ぬ
。
思
え
ば
当
初
、
航
海
の
予
定
は
三
年
だ
っ
た
D

と
い
う
こ
と
は
、
出
航
し
て
七
、

日
で
あ
る
」
（
解
4
）
と
予
言
さ
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。

巨
大
な
鯨
に
援
小
な
尺
度
は
似
あ
わ

八
か
月
で
帰
ら
ぬ
船

と
な
る
わ
け
で
あ
る
D

ち
な
み
に
、

H
・
ブ
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
何
ら
根
拠
を
示
す
こ
と
な
し
に
、
白
鯨
発
見
を
ク
リ
ス
マ
ス
以
後

（
印
）

と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
解
釈
を
裏
づ
け
る
内
的
証
拠
は
作
品
に
見
当
た
ら
な
い
。

念
の
た
め
に
、

ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
l

・
ス
タ
l
パ
ッ
ク
（
！
）
の
浩
翰
な
『
米
国
捕
鯨
史
』
を
み
る
と
、
東
部
海
岸
を
基
地
と
す
る
捕
鯨
船
の

-108-

出
港
か
ら
帰
港
に
至
る
期
間
は
、

（
的
）

お
り
、
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
が
「
三
年
、
四
年
、

一
年
と
い
う
短
い
も
の
も
か
な
り
あ
る
が
、
三
年
、
四
年
、
時
に
は
五
年
に
わ
た
る
場
合
も
記
録
さ
れ
て

五
年
の
航
海
」
（
第
お
章
）
も
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
事
実
な
の
で
あ
る
。

イ
シ
ュ
メ
イ
ル
は
執
筆
時
の
現
在
を
ご
八
五

O
年
十
二
月
の
十
六
日
、
午
後
一
時
を
ま
わ
る
こ
と
十
五
分
、
十
五
秒
」
（
第
釘
章
〉
と
、

い
や
に
細
か
い
こ
と
を
、
だ
が
、
実
に
興
味
深
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
物
語
の
回
目
頭
で
は
「
も
う
何
年
前
の
こ
と
に
な
る
か

ー

i
精
確
な
年
数
な
ど
、
ど
う
で
も
よ
か
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
例
の
諮
晦
趣
味
が
言
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
先
の
立
証
に
よ
っ

て
、
実
は
約
十
年
前
の
こ
と
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
や
、

精
確
に
言
う
と
、
「
語
り
手
の
ニ
ュ

l
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
到
着
は
、

執
筆
時
の
明
示
時
点
か
ら
十
年
と
四
日
前
の
こ
と
で
あ
る
」
ハ
解
5
）
と
知
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
年
に
当
た
り
、
第
十
二
代
将
軍
家
慶
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
年
、
福
津
諭
吉
は

五
歳
だ
っ
た
。
暦
は
一
七
九
七
年
以
来
の
寛
政
府
を
使
っ
て
い
た
が
、
二
年
後
に
最
も
完
成
さ
れ
た
太
陰
太
陽
暦
と
い
わ
れ
る
天
保
暦
に
移
行
す

る
。
後
者
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
二
月
三
日
に
太
陽
暦
を
使
い
始
め
る
ま
で
行
な
わ
れ
た
暦
で
、
こ
ん
に
ち
旧
暦
と
い
う
時
は
普
通
こ
れ

を
指
す
。
日
本
で
は
七
世
紀
初
め
推
古
天
皇
の
頃
よ
り
明
治
初
頭
ま
で
一
貫
し
て
太
陰
太
陽
暦
を
使
用
し
た
。
従
っ
て
、
厳
密
に
言
う
と
、
こ
れ

を
陰
暦
と
呼
ぶ
の
は
誤
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
同
教
暦
の
方
が
陰
暦
に
近
い
。

内
務
省
地
理
局
編
纂
『
三
正
綜
覧
』
、
神
田
戊
初
正
訓
訂
、
芸
林
合
、
昭
和
四
十
六
年
（
初
版
、
明
治
十
三
年
）
。
制
。
へ

l
ジ
、
「
九
月
英
土
口
利
国

始
用
新
関
改
旧
暦
三
日
為
十
四
日
於
是
欧
州
刑
旧
暦
者
惟
魯
西
亜
一
国
而
己
」
。

向
、
制
。
へ

i
ジ。

田
中
西
二
郎
訳
（
新
潮
社
版
）
は
別
の
日
と
し
て
訳
出
。
厳
密
に
は
原
文
通
り
で
な
い
が
、
あ
な
が
ち
誤
り
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
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「

ndgxo（

U
2
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：
の
出
比
ハ
と
構
造
」
、
コ
此
〈
文
学
研
究
』
第
。
巻
第
1
、
日
本
英
文
学
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
日
制

l
M
ベ
l
ジ
。

同
「
『
自
問
』
の
一
解
釈
片
手
一
訳
文
研
究
』
第
お
号
分
間
1
、
市
民
忠
義
塾
一
大
学
芸
文
学
会
、
昭
和
四
十
三
年

o
m
1
m
ベ
l
ジ
。
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具
体
的
に
は
次
掲
書
の
表
紙
写
真
を
見
よ
。
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2
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g・

研
究
社
『
新
英
和
大
辞
典
』
第
五
版
（
一
九
八

O
）
所
載
の
挿
絵
（
半
分
）
を
研
究
社
の
許
可
を
得
て
使
用
し
た
。

た
だ
し
、
金
貨
に
印
刻
さ
れ
た
黄
道
帯
は
極
め
て
簡
略
な
図
柄
に
過
ぎ
ず
、
一
番
下
の
記
号
の
う
ち
左
右
各
二
つ
し
か
見
え
な
い
。
な
お
、
敢

密
に
言
う
と
、
黄
道
十
二
宮
と
十
二
星
座
と
は
別
も
の
で
、
各
宮
と
星
座
は
少
し
ず
つ
範
囲
が
ず
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル

は
そ
こ
ま
で
の
区
別
立
て
は
せ
ず
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
一
般
的
概
念
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
次
掲
書
を
参
照
。

永
田
久
『
麿
と
占
い
の
科
学
』
、
新
潮
社
、
昭
和
五
十
七
年
。

m
l
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天
文
暦
、
運
勢
暦
、
農
事
暦
を
兼
ね
る
カ
レ
ン
ダ
ー
、
乃
至
ア
ル
マ
ナ
ッ
ク
。
日
本
の
神
宮
暦
の
た
ぐ
い
で
、
む
か
し
年
暦
と
呼
ん
で
い
た
も
の

に
相
当
す
る
。

ピ
l
レ
グ
船
長
コ
ニ
年
先
の
今
日
は
、
こ
の
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
で
、
あ
っ
た
か
い
ホ
カ
ホ
カ
の
晩
め
し
を
作
っ
て
お
く
か
ら
な
」
（
第
幻
章
〉
。
以

下
、
随
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コ
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年
と
あ
る
。
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Halos－

英
国
版
よ
り
一
か
月
近
く
あ
と
に
発
行
さ
れ
た
米
国
版
で
は
「
一
八
五
一
年
」
と
し
た
た
め
、
発
行
日
（
一
八
五
一
年
十
一
月
十
四
日
）
よ
り
一

か
月
余
り
先
づ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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£
hぇ
・
｜
｜
百
年
の
歳
月
は
時
の
経
過
を
意
識
さ
せ
る
。
よ
っ
て
記
念
論
文
集
の
た
め
に
「
作
品
と
暦
法
」
の
テ
i
マ
を
選
ん
だ
。



Yamamoto, Shoh.“Ishmael’S Itinerary: A Calendar Followed in 

Moby-Dick.＇’The Geibun Kenkyu (The Keio Society of Arts and 

Letters, Tokyo) 58 (1990), 97-113. 

Summary 

( 1 ) The main part of Ishmael's voyage takes place in 1841, 

the Pequod putting to sea on Christmas Day in 1840, because he 

says it was ordained by God to fall between 1840 and 1842. 

( 2 ) The calendar for December 1840 is as follows: 

Sun. Mon. ’rue. Wed. Thu. Fri. Sat. 

1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 

Ishmael arrives in New Bedford on Saturday, December 12, and 

goes to sea two weeks later on Friday, December 25. It is possible 

to account for every day of this two-week period by referring to 

the descriptions given in Chapters 2 to 22. 

( 3) His ship is ostensibly bound for the Pacific via Cape Horn 

as far as Chapter 51, in which Ishmael suddenly reveals her new 

course: from the Plate to the Cape of Good Hope. The map in the 

Norton Critical Edition, p. xix, appears to be in error since the 

ship's course skips the long detour. Finally, the Pequod appears to 

sink near the Caroline Islands, in an area ranging approximately 

from the equator to lat. 10° N. and from long. 140° to 160° E. 

( 4) The White Whale is presumably raised when the Sun is 

in the zodiacal sign of Leo, i.e., between July 23 and August 22, 

1841. The ship sinks, therefore, seven or eight months after sailing 

from Nantucket. Consequently, H. Bruce Franklin is not justified 

in saying that “The voiceless White Whale is not raised until 

after Christmas." (The Wake of the Gods, p. 80.) 

( 5) Ishmael arrives in New Bedford precisely ten years and 

four days before December 16, 1850, when he says he is writing 

Chapter 85. 
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